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1 序章
長崎の潜伏キリシタンによって口伝された『天地始之事』1は彼らの世界観を明ら
かにしてくれる物語である。日本に伝わったキリスト教の伝承に潜伏キリシタン
の習俗や伝説をも取り込んだ形で物語は構成されている。本稿では彼らを取り巻
く自然環境に着目して、先行研究では着目されていなかった二つの箇所で、それ
ぞれ潜伏キリシタンたちはどのようなイメージを想定していたかを提示する。テ
キストの記述が少ないことにより、その読みの正しさを実証することが困難であ
るが、我々の読みは『天地』の内容をより一層豊かにするような読みである。

2 インフェルノのイメージ
十だつ (ユダ)がイエスを裏切った後、十だつはイエスの弟子たちに非難され、イ
エスが活動していた三た-ゑきれんじや寺 (Santa Igreja)の側の森で首を括って自
殺する。イエスを捕まえようと追っ手が迫る時、十だつが自殺した山中が変容す
る2。

しかるに其山中は、奈落の底より焔もへあがり、いぬへるの(の)火焔
とぞなりけり。取手の悪人どもに、此地獄を、みせしめたまわんた
め也。

いぬへるの (inferno, 地獄)は山中で火焔が噴き出す光景としてイメージされ
ている。ここでは火山、それも長崎の火山である雲仙・普賢岳 (温泉山)がイメー
ジされていたのではないだろうか。地獄ということで雲仙地獄との連想が働いた
のかもしれない。雲仙岳は江戸時代に 1663(寛文 3)年と 1792(寛政 4)年 (いわゆ
る「島原大変肥後迷惑」)の二回噴火している3。宮崎 (1996)は『天地』の成立契
機が 1797年の外目の潜伏キリシタンの五島移住であり、成立時期は 18世紀末だ
としている。この成立年代に従うならば、1663年の噴火の恐怖が伝承された可能

1以下『天地』と略記する。引用は海老沢他 (1970) から行う。
2(海老沢他:1970:400)
3https://www.data.jma.go.jp/vois/data/fukuoka/504_Unzendake/504_history.html

1



性と『天地』の製作者が 1792年の噴火を経験した可能性のどちらも考えられる。
少なくとも 1792年の噴火を経験した潜伏キリシタンは、この箇所を唱える時、噴
火の経験を想起しただろうと想像できる。
ゑきれんじや寺がある山は、この寺で後世の助けを広めていたことから (海老

沢他 1970:398)、里山であり、雲仙そのものだとは考えられない。ユダヤ教・キ
リスト教では、ダンテの『神曲』にあるように、地獄は地の底に割り当てられて
きた4。これは引用部に「奈落の底より」とあることと合致している。奈落の底か
ら噴き出る火焔がわざわざ山中に設定されている理由を考えた時5、我々のように
雲仙とのイメージとしての結びつきを想定するのが妥当ではないだろうか。

3 終末のイメージ
『天地』の「此世界過乱の事」ではこの世の終わりの様子が説明される。最後には
世界は炎に包まれる (海老沢他:1970:407)。

次第に焔焼けのぼる。三時のあいだに、焼けしまいてぞ滅しけり。其
焼けあと、びた一めんの白砂となり、其時、三とうす、とろんの貝を
吹きたてたまへば、御作の人間、まへまへより死ゝたるもの、いま焼
け死せしもの、のこらず、こゝにあらわれいで、此時でうす、量りな
き御力をもつて、あにまもとの色身に、よみがやらせたもふという事。

世界が焼尽した後6、「びた一面の白砂になり」とはどういうことだろうか。こ
こに砂浜と海のイメージがあるのではないかと我々は想像する。『天地』ではノ
アの方舟に相当するエピソードで船に乗った七人を除いて人類が一度滅亡する。
もし白砂についての我々の解釈が正しければ7、『天地』の物語での人類の繁栄の
歴史は海と島8から始まり、すべて焼き尽くされ何も無くなった海と砂浜で終わ
る構造になっている。なぜわざわざ焼き尽くされた後に白砂に言及したのだろう
か。長崎の潜伏キリシタンたちにとって、死と再生という生命の営みと海が深く
結びついていたからではないだろうか。
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